
中学部 第１学年～第３学年特別活動の実践 バイカルチュラルの資質の育成 

                              【授業者】北村 雅俊 

１ 活動名 

「自他の良さに気づき、周囲とよりよい人間関係を築くためのトレーニング」 

（コミュニケーションンスキル・ソーシャルスキルを育むトレーニング） 

 

２ 活動の目標 

(１) 多様なトレーニングを通し、自身や友人の性格・特性についての理解を深め、自他の良

さについて捉えさせる。 

(２) 多様なトレーニングを通し、他者意識を高めてよりよい人間関係を築くとともに、適切

に伝える力を育む。 

(３) 様々な価値観に触れさせ、それらを受容した上で自身の考えや思いをしっかりと持ち、

自他を尊重する姿勢を育てる。 

 

３ バイカルチュラルの資質育成との関連 

多様な価値観に触れさせると同時に、それらの良さを認め受容しつつ、自身の考えや思いを

適切に伝える手立てを学ぶ。自他の良さに気づき、よりよい人間関係を築く手立てを学び、自

身の良さを発揮する資質を育てる。 

 

４ 児童生徒の実態について 

中学部は、第１学年が９名（男子６名、女子２名）、第２学年が１１名（男子 6名、女子

５名）、第３学年が２名（男子１名、女子 1名）で、生徒の総数は２２名である。 

約９割が国際結婚家庭であり、長く大連に住んでいる生徒は約６割である。入れ替わりが

激しいと言われる在外教育施設において、小学部低学年から大連日本人学校に在籍している

生徒が多く、落ち着いた学習規律や他者を温かく受け入れる支援的な雰囲気など、本校の良

さの土台となって活躍している。ただ一方で、日本で生活した経験が少ない生徒も多いこと

から、様々な生徒の生活経験や考え・価値観を交流することで、多様な価値観にふれ受け入

れる資質育成のきっかけにしたいと考えている。 

本校の中学部は、全体的に日本語力が非常に高い。また、国際結婚家庭の生徒の大半は、

高いレベルで日本語と中国語両方の言語を話すことができる。しかし、数名の生徒は日本語

力が十分ではなく、日本語の日常会話は問題ないものの日本語での読み書きが難しい生徒、

日本語の会話や読み書きに時間を要する生徒、日本語での日常会話に大きな課題がある生徒

などが在籍している。 

小学部から長年一緒に過ごしてきている生徒が多いため、学年に関わりなく非常に仲が良

い。ただ、互いによく知っていて、言葉にしなくても伝わる環境だからこそ、相手の立場や

思いをイメージしてコミュニケーションをとる力や、適切な言葉を選んで考えや思いを伝え

る表現力などの必要性を実感させ、育んでいくことが重要である。 



つまり、本校の生徒たちが国際社会の中で良さを十分に発揮するためには、受容する力と

同様、適切に表現する力や、どのような環境でもよりよい人間関係を築く力が必要だと考え

られる。 

 

５ 活動について 

本活動では、コミュニケーションスキルやソーシャルスキルなどのトレーニングに取り組む。

自分や友人の性格や特性について理解を深め、自他の良さに気づくことで、他者の良さを受け

入れつつ、自身の良さに自信を抱くきっかけにしたい。他者を受け入れる受容性に磨きをかけ

つつ、自己肯定感を高めることにより、国際社会の中で良さを発揮するために必要な資質が磨

かれると考えている。 

また、コミュニケーションの手立てを学ぶことは、言葉を適切に選んで伝える表現力や相手

の考えや思いをしっかりと聴きとる力、他者意識を大切にして話したり聞いたりする力など、

日本語支援にも大きく関連していると考えられる。 

最後に、自身の考えや思いを適切に伝える手立てやよりよい人間関係を築く手立てを学び、

総合的な学習の時間など実際に様々な交流の場で活用する経験を通して、近い将来社会生活の

中でそれぞれの良さを発揮していくことにつながっていくと考えている。 

 

６ 活動構成（総時数６時間） 

時数 【学習活動】 
【ポイント】 

◆バイカルチュラルの視点 

第
１
時 

「傾聴」 

●積極的に聴く手立てについて、ロ

ールプレイなどを通し、実感させ

ながら理解を深める。 

●話し手を意識し、よりよい人間関

係を築く手立てを理解させる。 

◆話し手の気持ちをイメージしながら聴く

ことで、よりよい人間関係を築く手立て

とその効果の理解を深める。 

第
２
時 

「エゴグラム」 

●エゴグラムに取り組み、自分自身

の性格や特性について振り返る。 

●友人との交流を通して、自他の違

いについて理解を深める。 

◆友人との交流の中で、他者との違いを理

解し受容する資質を育てる。 

◆自身の特性を肯定的に捉えさせ、良さと

課題に気づかせる。 

第
３
時 

「プラスのストローク」 

●相手に温かい言葉をかけることの

有用性を、ロールプレイなどを通

して、実感とともに学ぶ。 

●態度や声かけが、自身の評価につ

ながることを理解する。 

◆相手を意識して声かけをすることで、よ

りよい人間関係を築くことができ、自身

の良さを発揮することにつながることを

実感させる。 



 

 

【他教科、日常生活への関連】 

★総合的な学習の時間 

本校の中学部の総合的な学習の時間では、以下のような外部との交流の機会がある。 

  

 

 

 

  

在大連の日系企業の大きな支援を受け、各企業への訪問や講演会の設定を実施している。 

 令和 2年度からは日本国内の中学校とのオンラインでの交流を行っている。 

（令和 2年度・北海道北見市立高栄中学校 令和３年度・秋田県秋田市立山王中学校） 

 また、現地校に出向き、授業参観や部活動交流などを行う活動も実施している。 

 これらの交流の中で、トレーニングで学んだことを実際に活用する場面を設定している。 

 総合的な学習の時間発表会では、保護者やこれまでお世話になった企業の方々を招き、自身

のテーマに沿って探究したことを、生徒全員がそれぞれ発表する。 

 

★日常生活 

 運動会や中学部合唱など、学校の教育活動の中でトレーニングの成果が生かせるよう、年間

行事予定と関連付けて活動を計画・実施する。そのことによって、学んだことを実際に活用す

る機会が生まれ、確かな理解と定着につながっている。 

第
４
時 

「怒りの温度計」 

●自身の怒りの傾向をつかみ、適切

に対処するアンガーマネジメント

について学ぶ。 

●交流を通し、人はそれぞれ価値観・

思いが違うことを実感する。 

◆自身の性格や特性について振り返り、理

解を深めさせる。 

◆他者との違いに気づかせ、相手の気持ち

や考えをイメージして接することの有効

性を捉えさせる。 

第
５
時 

「他者理解『砂漠の救助』」 

●砂漠で遭難したという想定で討論

を行い、価値観の違いを学ぶとと

もに、合意形成の手立てとポイン

トを捉える。 

◆人によって価値観が違うことを理解させ

る。 

◆価値観が異なる集団の中で、合意形成の

手立てと必要性を捉えさせる。 

第
６
時 

「上手な断り方」 

●ロールプレイに取り組み、相手を

受容しつつ人間関係を壊さずに断

る手だてについて学ぶ。 

●自分の身を守るためにも断固とし

て断る必要があることを学ぶ。 

◆よりよい人間関係を築きつつ、しっかり

と主張する資質を育てる。 

◆社会生活では、断固として主張しなけれ

ばならないケースがあることを理解させ

る。 

「職場体験（中１）」 「修学旅行（中２）」 「JICA出前授業（中３）」 

「職場訪問（全学年）」 「キャリア教育講演会（全学年）」 「現地校交流（全学年）」 

 「日本の中学校との交流（令和２年度は全学年、令和３年度は１～２学年）」 

 「総合的な学習の時間発表会」 



７ 資料  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トレーニング「上手な断り方」 

ソーシャルスキル・人間関係 

エゴグラムのワーク 

ワークシート「怒りの温度計」 

トレーニング「砂漠の救助」 

他者意識と合意形成 



８ 考察 

【成果】 

◆伝え合うことの大切さや必要性を実感し、しっかりと話し合うことや、適切な声かけを大

切にする姿勢が育ってきた。また、学校行事等で小学部の児童への接し方も、学びが生か

されている場面を見ることができた。 

◆様々な価値観があることを理解し、受け入れた上で適切に主張できる生徒が育ってきてい

る。生徒同士の間では自分の思いを丁寧に説明しようとする場面が増えた。 

◆自分自身を前向きに振り返ることで、自己肯定感を高める生徒が増えた。特に、中国ルー

ツの生徒は、日中両方の価値観を理解していることに自信を深める様子が見られた。 

 

【課題】 

◆成果を数値化・可視化する手立てがあまりなく、生徒の変容を見取ることが主たる評価に

なっている。 

◆本活動と他教科・領域での教育実践と関連付け、より効果的な日本語支援・バイカルチュ

ラルの資質育成につなげていく余地が十分にあると考えられる。 

◆本校を卒業した生徒が、学んだことをどのように生かしているか、評価や検証を継続する

手立てが必要である。 

【まとめ】 

本活動を通して、本校の生徒たちの良さである支援的風土や受容性に更に豊かにすると同

時に、生徒たちの課題である「表現する力」の改善にもつながった。特に、コミュニケーシ

ョンの手立てを具体的に学ぶことが、生徒たちの自信や意欲を高めるなど、大きな成果があ

ったと考えている。また、コミュニケーションの手立てを学ぶ中で、言葉を適切に選んで表

現する力や相手の考えや思いをしっかりと聴きとる力など、日本語力の育成につなげること

ができたと感じている。 

さらに、本活動の中で様々な価値観を受容することが、他教科などの学習活動で日中両者

の特徴を肯定的に捉える生徒の増加につながったと考えている。 

ただ、本活動の評価は数値化・視覚化することが難しく、その手立てを確立していくこと

は大きな課題である。併せて、本校を卒業した生徒たちの活躍と学びの関連を検証する手立

ても考えていかなくてはならない。 


